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を推進する。 

〇医療～高度医療及び先進医療の安全な提供～ 

特定機能病院として高度医療及び先進医療を安全に提供するととも

に、信州の医療人を育成する拠点として、生涯にわたり適切な医療を提

供することができる医療人を育成する。 

 

これらの基本的な目標のもと、各中期目標の達成に向けた中期計画に

関する取組をはじめ、総合大学として多様な取組を進めていくことを通

じて、信州地域への貢献のみならず、我が国が目指すべき社会の姿とし

て提唱されているSociety 5.0の実現、持続可能でよりよい世界を目指す

国際目標であるSDGsの達成等にも貢献し、社会の公器としての役割を果

たす。 

 

◆ 中期目標の期間 

  中期目標の期間は、令和４年４月１日～令和10年３月31日までの６

年間とする。 

 

Ⅰ 教育研究の質の向上に関する事項 

１ 社会との共創 

（１）人材養成機能や研究成果を活用して、地域の産業（農林水産業、

製造業、サービス産業等）の生産性向上や雇用の創出、文化の発展

を牽引し、地域の課題解決のために、地方自治体や地域の産業界を

リードする。① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 教育研究の質の向上に関する事項を達成するためにとるべき措置  

１ 社会との共創に関する目標を達成するための措置   

（１）－１ 長野県と本学との協働のために設置している「信州大学・長野県連携室」等、

信州大学がこれまで培ってきた多様な産学官連携の枠組み、各機関との連携協定等を活

用し、地域のグランドデザインやビジョンを共有しながら地域の課題解決に向けた連携

協力及び合意形成を図るユニバーシティ・エンゲージメントを推進することで、地域・

社会の活性化に向けた取組を進める。 

 

 

 

 

 

 

（１）－２ 新時代の地方創生及び未来社会創造を牽引する人材を育成するため、小中高大

学から卒業・修了後のリカレントに至る全ての学びを一体的に捉えた大学経営を推進

し、学生及び教職員における地域や大学への帰属意識及び地域・社会の課題解決志向を

高める取組を展開する。 
 

評価指標 （１）－１ 多様な産学官連携の活動等を通じた信州大学の地

域の課題解決への取組状況について毎年度経営協議会の外部

委員に報告し、意見聴取を行い、最終年度において第３期中期

目標期間に比して一層貢献したとの評価を得ること 

評価指標 （１）－２ 多様な産学官連携の活動等を通じた信州大学の地

域の課題解決への取組状況について毎年度経営協議会の外部

委員に報告し、意見聴取を行い、最終年度において第３期中期

目標期間に比して一層貢献したとの評価を得ること（再掲） 
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